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ＩＶ エントロピ－

【エントロピ－（ｅｎｔｒｏｐｙ）】

ｄｄｄｄｑｑｑｑ
（４･１）ｄｄｄｄＳＳＳＳ ＝＝＝＝ ＴＴＴＴ

［熱力学第２法則］

【エントロピ－変化】

［相変化］

Ｌ
（４･２）△Ｓ ＝ Ｔ

［問４･１］相変化は温度一定で変化する現象である。エントロピーを与える式（４・１）から，相変化

にともなうエントロピーの変化は，上式（４・２）となることを示せ。

-1［問４･１］塩素（原子量 ３５.４５３ ）の沸点は －３４.０５ ℃ で，その気化熱は ２８７.８ Ｊ ｇ

-1 -1である。 蒸発のモルエントロピ－を求めよ。 《８５.３５ Ｊ Ｋ mol 》

トル－トン則（Ｔｒｏｕｔｏｎ’ｓ ｒｕｌｅ）

［温度変化］

T ｃ2 ｐ
（４･３）△Ｓ ＝ ∫ ｄＴ （圧力 Ｐ：一定）

T Ｔ
1

［問４･１］エントロピーを与える式（４・１）から，圧力一定の下で，温度変化にともなうエントロピー

の変化が上式（４・３）となることを示せ。

-1 -1［問４･２］水素（定圧モル熱容量： ２９.１ Ｊ Ｋ mol ） ２ mol を ２５ ℃ から １０００ Ｋ

-1まで加熱したときのエントロピ－の変化を求めよ。 《７０.４３ Ｊ Ｋ 》

［体積変化］

Ｖ２
（４･４）△Ｓ ＝ ｎＲ ln（ ） （理想気体，温度 Ｔ：一定）Ｖ１

［問４･１］エントロピーを与える式（４・１）から，温度一定の下で，理想気体の体積が変化するときの

エントロピーの変化が上式（４・４）となることを示せ。

3 3［問４･３］２５ ℃，２ atm の水素（理想気体とする） １０ ｄｍ を温度一定下で ３０ ｄｍ まで

-1膨張させたときのエントロピ－の変化を求めよ。 《７.４７ Ｊ Ｋ 》



- 8 -

【熱力学第３法則】

ＳＳＳＳ ＝ ０ ａｔ＝ ０ ａｔ＝ ０ ａｔ＝ ０ ａｔ ＴＴＴＴ ＝ ０ Ｋ＝ ０ Ｋ＝ ０ Ｋ＝ ０ Ｋ （４･５）

【標準エントロピ－】

［２５ ℃ での標準エントロピ－］

298.15 Ｋ までｏ 相変化の 温度変化の
Ｓ ＝ ∑ （ ＋ ） （４･６）
298 エントロピ－ エントロピ－０ Ｋ から

［問４･４］ 塩化水素の固体は ９８.３６ Ｋ で固体Ⅰから固体Ⅱに転位し，固体Ⅱは １５８.９１ Ｋ で融

解する。その液体は １８８.０７ Ｋ で蒸発する。２５ ℃ での塩化水素の標準エントロピ－を求めよ。

（ⅰ）０ Ｋ から ９８.３６ Ｋ までのエントロピ－の変化は ３０.８ Ｊ Ｋ-1 mol-1 である。

（ⅱ）固体Ｉから固体Ⅱへの転移熱は １１９０ Ｊ mol-1 である。（ⅲ）固体Ⅱについて ９８.３６ Ｋ か

ら １５８.９１ Ｋ までのエントロピ－変化は ２１.１ Ｊ Ｋ-1 mol-1 である。（ⅳ）融解熱は １９９２

Ｊ mol-1 である。（ⅴ）液体で １５８.９１ Ｋ から １８８.０７ Ｋ までのエントロピ－変化は ９.９

Ｊ Ｋ-1 mol-1 である。（ⅵ）蒸発熱は １６１５０ Ｊ mol-1 である。（ⅶ）気体状態での １８８.０７ Ｋ

から ２５ ℃ までのエントロピ－変化は １３.５ Ｊ Ｋ-1 mol-1 である。 《１８５.８ Ｊ Ｋ-1 mol-1 》

［温度 Ｔ での標準エントロピ－］

ｃＴ ｐｏ ｏ
（４･７）Ｓ ＝ Ｓ ＋ ∫ ｄＴ （圧力 Ｐ：一定）

Ｔ 298 298.15 Ｔ

［問４･５］Ｈ (ｇ)，Ｏ (ｇ)，Ｈ Ｏ(ｇ) の １０００ Ｋ での標準モルエントロピ－を求めよ。２ ２ ２

ｏ -1 -1Ｓ (Ｈ ,ｇ)／Ｊ Ｋ mol ＝ １３０.５９２298
-1 -1 -3ｃ (Ｈ ,ｇ)／Ｊ Ｋ mol ＝ ２８.３６ ＋ １.７０×１０ Ｔｐ ２

ｏ -1 -1Ｓ (Ｏ ,ｇ)／Ｊ Ｋ mol ＝ ２０５.０３２298
-1 -1 -3ｃ (Ｏ ,ｇ)／Ｊ Ｋ mol ＝ ２７.０１ ＋ ８.１８×１０ Ｔｐ ２

ｏ -1 -1Ｓ (Ｈ ０,ｇ)／Ｊ Ｋ mol ＝ １８８.７２２298

-1 -1 -3ｃ (Ｈ Ｏ,ｇ)／Ｊ Ｋ mol ＝ ３０.４２ ＋ １０.３６×１０ Ｔｐ ２

-1 -1 -1 -1 -1 -1《１６６.１０ Ｊ Ｋ mol ，２４３.４６ Ｊ Ｋ mol ，２３２.８０ Ｊ Ｋ mol 》

【標準反応エントロピ－】

ａＡ ＋ ｂＢ → ｐＰ ＋ ｑＱ （４･８）

ｏ ｏ ｏ
△Ｓ ＝ ｐ Ｓ （Ｐ） ＋ ｑ Ｓ （Ｑ）

ｒ Ｔ Ｔ

ｏ ｏ
－ ｛ ａ Ｓ （Ａ） ＋ ｂ Ｓ （Ｂ） ｝ （４･９）

Ｔ Ｔ

［問４･６］１０００ Ｋ での標準反応エントロピ－が －５５.０３ Ｊ Ｋ-1 になることを確かめよ。

Ｈ (g) ＋ １／２Ｏ (g) → Ｈ Ｏ(g)２ ２ ２


